
伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕

コード

15

コード
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（１５）
20年度
（実績）

（１６）
22年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 861 社会教育推進経費 450400
教育委員会
生涯学習課

3,910 4,332 6,141 0.7 5,184
社会教育委員
から出された
意見数

1 1 　　件 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持 無 ― ― 無 ― １Ｇ ｂ
総合的な生涯学習体
制の確立

社会教育委員定数の
見直し

継続 862 社会教育推進経費 451800 青山公民館 2,327 1,380 1,380 0.1 720
貸室の利用回
数

0 30 回 Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ４Ｇ ｃ
地域における生涯学
習の推進

継続 864 生涯学習推進啓発事業 450400
教育委員会
生涯学習課

371 345 345 0.3 2,304
市民大学講座
の受講者数

326 260 　　人 Ⅰ 4 3 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ 地域学習活動の推進
市民大学講座の魅力
ある講座の開設

継続 910 公民館活動経費 451300
教育委員会
上野公民館

3,696 5,106 5,463 1.4 10,080
講座・教室の
受講者数

624 500 人 Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ 公民館講座等の充実

継続 911 公民館事業経費 451400
いがまち公民
館

1,788 2,039 2,039 0.2 1,440
受講者(参加
者数)

155 160 人 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ 公民館講座等の充実

継続 912 公民館事業経費 450600
教育委員会中
央公民館島ヶ
原公民館

2,243 2,543 3,098 0.9 6,480
公民館教室参
加者数

311 500 　　人 Ⅰ 4 3 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ 公民館講座等の充実

継続 913 公民館事業経費 451600
教育委員会
阿山公民館

1,404 1,770 1,770 0.8 5,760
各種教室の参
加者数

98 150 人 Ⅰ 4 3 3 3 Ａ 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ 公民館講座等の充実

継続 914 公民館事業経費 450400
教育委員会大
山田公民館

1,896 2,244 2,244 0.5 3,600
公民館教室の
参加者

712 670 人 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ 公民館講座等の充実

継続 915 公民館事業経費 451800 青山公民館 1,785 1,927 1,927 0.1 720 講座参加者数 658 750 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ ｃ 公民館講座等の充実

継続 917 分館活動経費 451300
教育委員会
上野公民館

8,600 8,355 8,355 0.3 2,160
分館サークル
数

363 370 団体 Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ 分館活動の活性化
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継続 918 分館活動経費 415800 青山公民館 1,764 1,490 1,668 0.3 2,160 参加人数 4668 4700 人 Ⅰ 4 3 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ２Ｇ ｂ 分館活動の活性化

22新規 2227 図書システム導入事業 451400
いがまち公民
館

0 0 4,300 0.4 2,880
図書貸し出し
冊数

4484 6000 冊 Ⅰ 4 4 4 A 無 ― ― 無 ― １Ｇ ｂ
図書館利用者の利便
性の向上

全 12 事業


